
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 東日本大震災により犠牲になられた多くの方

の鎮魂と海と共に生活してきた七ヶ浜町のこれ

からの復興を祈り、町民の生きる力、希望のあ

るまちづくりにつなげていくことを誓い打ち上

げられた。 

 3 月 11 日、東松島市の野蒜海岸は、約 150 名のボランティアが

入って海岸砂浜でごみの掃除をしていた。東京から来た会社員の

松田智美さんと増井ひろみさん＜写真左＞は、何回もボランティ

アで宮城県に来ていて、これからも休みが合えば何度でも来たい

と言う。ボランティア作業のみを目的にしているツアーで（他に

観光込のツアーもあり）朝 4 時に水戸を出発し、9 時に東松島市

に到着、連日の作業に入っている。参加費は交通費と宿泊費込の 1

泊 2 日で 1 万 3 千円、昨日は古川に宿泊したとのこと。 

 「私たちに出来る事でしたら何でもしますので、声をかけて下

さい」と話してくれた。多くの人のボランティアで、被災地は少

しずつ綺麗になっていく。 


